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１．共立蒲原総合病院の今後について 

平成21年設置の共立蒲原総合病院（以下、「蒲原病院」とい

う。）運営検討委員会の答申書です。 

「組織脳（意思決定機能）が外部化されている状況もある。

病院の中で何一つ決められず、外からの指令がないとなかな

か動かないというような病院もある」と蒲原病院が置かれて

きた立場を暗に示しています。 

蒲原病院はケアミックス病院として、急性期から回復期、

慢性期までの機能を提供し、地域包括ケアシステムの一環と

して在宅への移行をサポートしており、富士保健医療圏にお

いては貴重な医療資源となっています。 

一構成市としてのみならず、本市として蒲原病院をどう生

かしていくかを捉え、以下２点につき伺います。 

(1) 本市は今後も将来にわたり蒲原病院を支えていくことに

変わりはないか。 

(2) 市立中央病院と蒲原病院を参加法人とした地域医療連携

推進法人の設置は、両病院はもとより本医療圏にとって有

益であると考えるがいかがか。 

２．学校教育における保護者の経済的負担の軽減について 

小中学校の児童生徒の学習や学校生活に関わるものとし

て、制服・体操着等の衣類をはじめ、文房具、実習道具やド

リル等の教材など、その種類は多岐にわたります。 

  文部科学省は、保護者の経済的負担を軽減し、できる限り

安価で良質な学用品を購入できるよう、各都道府県教育委員

会に対して取組を促しています。 

  昨今の物価高騰が大きく家計を圧迫している中、保護者負

担の検証を求め、以下４点につき伺います。 

(1) 公費措置と保護者負担の線引きは明確になっているか。 

(2) 保護者負担軽減のための議論はなされてきたか。 

(3) 指定品目は必要最低限の仕様を示した上で自由化すべき

と考えるがいかがか。 

(4) 保護者負担について調査し、軽減策を探る検討組織を教

育委員会に設置すべきと考えるがいかがか。 
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